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１ 地域コミュニティの仕組みづくりはどのように取り組まれてきたか 
 

(1) 歴史的経緯 
c 高度成長を通ずる社会の激変に対応するため、1970 年代から、コミュニティの再生

をめざす政策が盛んになった。 
c それは主としてコミュニティ・センターの地域ごとへの整備と、その住民による管理

運営を内容とするものであった。 
c ところが、バブル崩壊後の不況と財政危機という厳しい状況を受けて、1990 年代か

ら、切実な生活課題に取り組む地域福祉的な傾向を持ったコミュニティ政策が増えて

きた。 
c 小田原市では、自治会がしっかりしていたこともあって、こうした政策は役所の側か

らはこれまでのところあまり取り組まれてこなかった。 
 

(2) 1990 年代以降のコミュニティづくりの基本的内容 
c おおむね小学校区くらいの区域(多くの場合、昭和の大合併以前の町村の区域であり、

かつ連合自治会の区域である)をコミュニティ・エリアとする。 
c コミュニティ・センターとはやや異なったタイプの拠点施設。 
c 地域福祉的課題を意識した住民組織を設置。 
c 自治会をはじめ、地域の諸団体の代表や公募市民で構成。 
c 自主的に使える資金を行政が用意することも多い。 
 

 
２ なぜ新しいコミュニティづくりが必要となったか 
 

(1) 高度成長期を通ずる行政サービスの充実と個人所得の増大により、地域で助け合う

ことの大切さが見えにくくなったため、地域力が傾向的に脆弱化していった 

 
(2) バブル崩壊後の不況と財政危機で、地域力が再び必要に 

 
(3) 市民活動における新しい傾向 

c コミュニティ・センターとは異なった拠点施設の登場：市民活動サポートセンター 
c 公益指向性を強く持つ活動団体 

 
(4) 自治会の全国的傾向 

c 自治会加入率の地域差 
c 自治会加入率の低下 
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c 地域を取り巻く新しい状況：世帯構成の変化、若い世代の地域文化、有償性を持った

活動の必要性 

 

 
３ 小田原における自主的・主体的な地域自治を持続させるための仕組みづ

くりの諸論点 
 

(1) 財政困難の状況の下で、行政の役割を明確にする。重点をはっきりさせて投資する。 

 
(2) 自治会を基礎にしたコミュニティ組織をつくり、いわゆる「協働」の仕組みをつく

る。小田原にもっとも適した制度的な枠組を検討し、確定する。 
c 地方自治法による地域自治区 
c 条例による独自のコミュニティ制度 
c 条例によらない(要綱等による)独自のコミュニティ制度 

c 住民の自主的な工夫(地区社協の活用等) 

 
(3) コミュニティ組織と協働する行政側の体制、特に職員の地区担当制を検討する 

 
(4) 資金的基盤の確立 

c 行政が包括的補助金を交付するやり方、場合によっては増税する(宮崎市の地域コミ

ュニティ税の試み) 

c 免税を誘因として、寄付を募るやり方(横浜市の夢ファンド、市川市の 1 パーセント

支援制度) 

c いわゆるコミュニティ・ビジネス(農山村では多い) 

 
(5) 協働の積極的な意味づけを自覚し、地域を揺り動かすための新しい試みを推進して

いく 
c 協働事業の提案制度 
c 地域福祉計画を地区ごとに取り組む 
c サロン活動や交流拠点づくり、居場所づくり 
c 隠れているニーズに耳を傾け大胆にチャンスを与える 
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